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荒瀬荒瀬荒瀬荒瀬ダムダムダムダム撤去計画撤去計画撤去計画撤去計画（（（（案案案案））））

平成平成平成平成２２２２３３３３年年年年１１１１月月月月

熊熊熊熊 本本本本 県県県県 企企企企 業業業業 局局局局

説説説説 明明明明 会会会会
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ダム撤去に向けた取り組み

・・・・荒瀬荒瀬荒瀬荒瀬ダムダムダムダム対策検討委員会対策検討委員会対策検討委員会対策検討委員会
・・・・撤撤撤撤 去去去去 工工工工 法法法法 専専専専 門門門門 部部部部 会会会会

ダムダムダムダム撤去方針撤去方針撤去方針撤去方針

荒瀬荒瀬荒瀬荒瀬ダムダムダムダム撤去技術研究委員会撤去技術研究委員会撤去技術研究委員会撤去技術研究委員会

荒瀬ダム撤去計画（案）作成
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河川管理者河川管理者河川管理者河川管理者
協議協議協議協議

コストコストコストコスト縮減縮減縮減縮減
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荒瀬ダムの概要

荒瀬ダム

取水施設

圧力隧道

調圧水槽

導 水 管

藤本発電所

放 水 路

荒瀬ダム・藤本発電所施設位置図 荒瀬ダム標準断面図

・・・・堤堤堤堤 高高高高 ２５２５２５２５．．．．００００ｍｍｍｍ

・・・・堤頂長堤頂長堤頂長堤頂長 ２１０２１０２１０２１０．．．．８８８８ｍｍｍｍ

・・・・総貯水容量総貯水容量総貯水容量総貯水容量 1,0141,0141,0141,014万万万万mmmm3333

・・・・湛水面積湛水面積湛水面積湛水面積 123123123123万万万万mmmm2222
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撤去範囲（平面図）

道路擁壁

取付護岸(案)については、今後河川管理者
及び道路管理者と協議を行って決定する。

ＢＬ３，４

① 左岸部 ② 左岸河床部

ＢＬ４～１１

③ みお筋部

ＢＬ１２,１３

④ 右岸部

ＢＬ１４,１５

国道
219号

県道
中津道八代線

撤去範囲
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撤去範囲（上流面図）

（左岸側）

国道 県道

（右岸側）

地中部

撤去

なし

(BL3,4)

① 左岸部
(BL4～11)

② 左岸河床部

元地形（建設当時）から２ｍの

深さを基本に撤去

(BL12，13)

③ みお筋部

全撤去

(BL14～15)

④ 右岸部

撤去

なし

地中部

※荒瀬ダム撤去技術研究委員会における整理結果

現下流地
形を基準
に撤去

現下流地
形を基準
に撤去

上 流 面 図

元河床
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撤去手順（１）
・「右岸先行スリット工法」を採用

平成２４年度第１段階

・ゲートの撤去に着手する。

・水位低下設備を設置する。

水位低下設備

（左岸）（右岸）

国道県道
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撤去手順（２）

平成２５年度第２段階

・右岸管理橋を撤去する。

・右岸門柱を撤去する。

（右岸） （左岸）

国道県道
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撤去手順（３）

平成２６年度第３段階

・右岸みお筋の堤体を撤去する。
（右岸）

（左岸）
国道県道



9

9

撤去手順（４）

平成２７年度第４段階

・右岸部の堤体を撤去する。
（右岸） （左岸）

国道県道
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撤去手順（５）

平成２８年度第５段階

・左岸側管理橋を撤去する。

・左岸側門柱を撤去する。

（右岸） （左岸）

国道県道
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撤去手順（６）

平成２９年度第６段階

・左岸部の堤体を撤去する。

・撤去完了。

（右岸） （左岸）
国道県道
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施工期間

・河川工事 ：１１月初旬～３月中旬まで（４．５ヶ月）

（工事用道路・仮橋設置→工事用道路・仮橋撤去）

・河川内工事：１１月中旬～２月末まで（３．５ヶ月）

（仮締切設置→本体撤去→仮締切撤去）

・工事の施工期間は、河川環境に配慮して、

以下のように設定した。

※※※※荒瀬荒瀬荒瀬荒瀬ダムダムダムダム対策検討委員会対策検討委員会対策検討委員会対策検討委員会、、、、荒瀬荒瀬荒瀬荒瀬ダムダムダムダム撤去技術研究委員会撤去技術研究委員会撤去技術研究委員会撤去技術研究委員会におけるにおけるにおけるにおける整理事項整理事項整理事項整理事項
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仮 設 備
・ダム本体の撤去工事を行うため、以下のような仮設備を設置する。

工事用進入路工事用進入路工事用進入路工事用進入路

工事用仮橋工事用仮橋工事用仮橋工事用仮橋

水位低下設備水位低下設備水位低下設備水位低下設備
汚濁防止膜汚濁防止膜汚濁防止膜汚濁防止膜

※現在、詳細を検討中。

濁水処理施設濁水処理施設濁水処理施設濁水処理施設
防音壁防音壁防音壁防音壁

仮締切仮締切仮締切仮締切りりりり
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工事用道路
・左岸下流側に工事用進入路を配置し、撤去殻の搬出等を行う。

工事用進入路工事用進入路工事用進入路工事用進入路

※現在、詳細を検討中。

工事用仮橋工事用仮橋工事用仮橋工事用仮橋

国道国道国道国道２１９２１９２１９２１９号号号号

あゆみあゆみあゆみあゆみ館館館館
駐車場駐車場駐車場駐車場
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仮 締 切 り
・河川内は大型土のうで仮締切りを行い、堤体コンクリートの破砕作業等を行う。

※現在、詳細を検討中。

仮締切仮締切仮締切仮締切りりりり

作業作業作業作業

ヤードヤードヤードヤード
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その他仮設備
・濁水対策として濁水処理施設や汚濁防止膜を設置、国道沿いには防音壁を設置予定。

※現在、詳細を検討中。

汚濁防止膜汚濁防止膜汚濁防止膜汚濁防止膜

防音壁防音壁防音壁防音壁

濁水処理施設濁水処理施設濁水処理施設濁水処理施設

濁水

処理水
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水位低下設備
・水位低下設備の目的としては、大きく以下の３項目がある。

【非出水期】
① 初年度に、土砂の流出状況や濁度の変化を見ながら貯水位
を徐々に低下させる。

② 本体撤去工事中には、転流工として使用する。

【出水期】
③出水を利用して自然排砂を行い、土砂の流出状況を確認する。
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ダム本体の破砕工法

・堤体の撤去は、「火薬併用機械掘削（制御発破）工法」を採用予定。

①制御発破のための穴を開ける ②下流側から順次

発破・撤去する。

○門柱部は鉄筋切断
後に制御発破する。
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ダムサイト擦付護岸

・取水施設開口部や堤体左岸部に擦付護岸を整備する。

※現在、詳細を検討中。

擦付護岸
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発電所放水路擦付護岸
・放水ゲート前面に擦り付け護岸を整備する。

※現在、詳細を検討中。

護岸護岸護岸護岸のののの位置位置位置位置はははは検討中検討中検討中検討中
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取水施設の撤去
・取水施設は、門柱およびゲート・スクリーンを撤去する。

門柱門柱門柱門柱

ゲートゲートゲートゲートスクリーンスクリーンスクリーンスクリーン

※現在、詳細を検討中。

□□□□ 撤去範囲撤去範囲撤去範囲撤去範囲
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放水路の撤去
・放水路の側壁（河川側）および底版を撤去する。

（河川側）

□□□□ 撤去範囲撤去範囲撤去範囲撤去範囲

※現在、詳細を検討中。
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泥土の除去
・泥土は、段階的にダム撤去までに除去する。

シルト除去箇所 20k530

20k660

ダム直上流

百済来川合流点

シルト除去箇所

NO.0

球

磨

川

NO.2

百済木川合流点百済木川合流点百済木川合流点百済木川合流点

泥土除去箇所

泥土除去箇所

ダムダムダムダム直上流直上流直上流直上流

■■■■ 泥土除去箇所泥土除去箇所泥土除去箇所泥土除去箇所
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泥 土 除 去 計 画

〃〃〃〃新新新新たにたにたにたに確認確認確認確認されたされたされたされた量量量量をををを除去除去除去除去平成平成平成平成２４２４２４２４年度以降年度以降年度以降年度以降

〃〃〃〃約約約約１７１７１７１７，，，，００００００００００００ｍｍｍｍ３３３３平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度

除去計画量除去計画量除去計画量除去計画量約約約約 ５５５５，，，，６００６００６００６００ｍｍｍｍ３３３３平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度

〃〃〃〃７１７１７１７１，，，，４６９４６９４６９４６９ｍｍｍｍ３３３３平成平成平成平成２１２１２１２１年度迄除去量計年度迄除去量計年度迄除去量計年度迄除去量計

〃〃〃〃２１２１２１２１，，，，５１７５１７５１７５１７ｍｍｍｍ３３３３平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度

〃〃〃〃１４１４１４１４，，，，７７６７７６７７６７７６ｍｍｍｍ３３３３平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度

除去実施量除去実施量除去実施量除去実施量３５３５３５３５，，，，１７６１７６１７６１７６ｍｍｍｍ３３３３平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度

９６９６９６９６，，，，００００００００００００ｍｍｍｍ３３３３平成平成平成平成１９１９１９１９年年年年３３３３月堆積量月堆積量月堆積量月堆積量

備備備備 考考考考泥泥泥泥 土土土土 量量量量年年年年 度度度度



25

25

砂・礫の除去
・ダムから佐瀬野にある砂礫を、ダム撤去開始までに５万ｍ３、

ダム撤去工事中に５万ｍ３除去する。

　 　

20k300

20k790

荒瀬ダム

砂礫除去量　第3期　5万m3

砂礫除去量　第1期　5万m3

19k910

21k160

佐瀬野

　　凡 　　　例

第1期（ダム撤 去開始前）

第3期（右岸門柱撤去 前）

ダムから佐瀬野までの砂・礫の量

約３２７千ｍ３

第第第第１１１１期期期期 ５５５５万万万万ｍｍｍｍ３３３３

撤去工事中撤去工事中撤去工事中撤去工事中 ５５５５万万万万ｍｍｍｍ３３３３
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砂 ・ 礫 除 去 計 画

〃〃〃〃約約約約５０５０５０５０，，，，００００００００００００ｍｍｍｍ３３３３平成平成平成平成２４２４２４２４～～～～２５２５２５２５年度年度年度年度

〃〃〃〃約約約約 ８８８８，，，，００００００００００００ｍｍｍｍ３３３３平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度

除去計画量除去計画量除去計画量除去計画量約約約約２０２０２０２０，，，，００００００００００００ｍｍｍｍ３３３３平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度

〃〃〃〃２１２１２１２１，，，，９６１９６１９６１９６１ｍｍｍｍ３３３３平成平成平成平成２１２１２１２１年度迄除去量計年度迄除去量計年度迄除去量計年度迄除去量計

〃〃〃〃００００ｍｍｍｍ３３３３平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度

〃〃〃〃９９９９，，，，６３９６３９６３９６３９ｍｍｍｍ３３３３平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度

除去実施量除去実施量除去実施量除去実施量１２１２１２１２，，，，３２２３２２３２２３２２ｍｍｍｍ３３３３平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度

７７４７７４７７４７７４，，，，００００００００００００ｍｍｍｍ３３３３平成平成平成平成１９１９１９１９年年年年３３３３月堆積量月堆積量月堆積量月堆積量

備備備備 考考考考砂砂砂砂・・・・礫礫礫礫 量量量量年年年年 度度度度

約約約約５５５５万万万万ｍｍｍｍ３３３３
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・路側の安全性確保のため、約2,750ｍの路側構造物
補強に取り組む。

護岸補強（路側構造物補強）

国道219号（左岸）
路側構造物補強 ７工区 延長Ｌ≒1,800ｍ

県道中津道八代線（右岸）
路側構造物補強 ４工区 延長Ｌ≒950ｍ
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道路嵩上げ
・洪水時避難路の確保のため、道路嵩上げに取り組む。

西鎌瀬地区

上鎌瀬地区

三坂地区

鎌瀬橋鎌瀬橋鎌瀬橋鎌瀬橋 （（（（RRRR 219219219219 ））））

JRJRJRJR橋橋橋橋

右岸 ： 県道中津道八代線

左岸：市道瀬戸石鎌瀬線

左岸：市道瀬戸石鎌瀬線

　　　　L≒450ｍ

右岸：県道中津道八代線　L≒1,500ｍ

下鎌瀬地区

中津道社会教育センター

中津道地区

※避難所に指定（市防災計画）
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圧力隧道
・圧力隧道は、施設の有効利用も含め検討中。

圧力隧道圧力隧道圧力隧道圧力隧道（（（（延長延長延長延長６０２６０２６０２６０２ｍ、ｍ、ｍ、ｍ、内径内径内径内径７７７７ｍ）ｍ）ｍ）ｍ）

取水施設

→放水路
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その他施設
・調圧水槽、導水管、発電所等の河川外施設は、有効
利用も含め検討中。

調圧水槽調圧水槽調圧水槽調圧水槽 藤本藤本藤本藤本発電所発電所発電所発電所

導水管導水管導水管導水管

延長６９ｍ、内径5.2～5.8ｍ

調圧水槽断面図

放水路
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環境保全措置実施計画
・底生動物の重要な種（ウスイロオカチグサ、モノアラガイ）は、移植先の確認

調査を実施する。

・植物の重要な種（メハジキ、カワヂシャ、ミゾコウジュ）は、生育区間が流水区

間となっており、周辺の生育状況を踏まえて検討を加えていく。

・工事に伴う建設発生土やコンクリート殻の建設副産物は発生量を抑制し、発

生したものについては最大限再利用を検討し、処分量を最小限に抑える。

・貯水池内の泥土を可能な限り全量除去する。水の濁り

・低振動型建設機械を採用し、振動の低減に努める。振 動

・低騒音型建設機械を採用し、騒音の低減に努める。騒 音

・散水を実施して粉じんの発生量の低減に努める。粉じん

方方方方 針針針針項目項目項目項目
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環境モニタリング調査計画

貯水池の変化景景景景 観観観観濁度、ＤＯ、ｐＨ、
ＢＯＤ、ＴＮ、
ＴＰ、水温、ＳＳ

水水水水 質質質質

基盤環境の変遷、
河川形状

生態系生態系生態系生態系流量水水水水 象象象象

植物相、付着藻類、
植物の重要な種

植植植植 物物物物建設機械の稼動に
伴う振動

振振振振 動動動動

鳥類、魚類、底生動
物、底生動物の重要
な種

動動動動 物物物物建設機械の稼動に
伴う騒音

騒騒騒騒 音音音音

粒度組成底底底底 質質質質粉じん大気汚染大気汚染大気汚染大気汚染
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環境モニタリング調査の実施時期・調査箇所

・代表的な項目の調査実施時期および箇所は以下のとおり。

下流流水区間、減水
区間、荒瀬ダム湛水
区間

○○○○○○○○○○○○
植物相植物相植物相植物相

遥拝堰、下代瀬、道
の駅坂本、西鎌瀬、
百済木川流入部

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
魚魚魚魚 類類類類

道の駅坂本、ダム直
上流、瀬戸石ダム下
流、破木橋

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
水水水水 質質質質
(ｐＨ、濁度
DO、BOD、
TN、TP、
水温、SS)

調査実施箇所調査実施箇所調査実施箇所調査実施箇所
30303030
年度年度年度年度
以降以降以降以降

29292929
年度年度年度年度

28282828
年度年度年度年度

27272727
年度年度年度年度

26262626
年度年度年度年度

25252525
年度年度年度年度

24242424
年度年度年度年度

23232323
年度年度年度年度

22222222
年度年度年度年度

項項項項 目目目目
ダムダムダムダム本体撤去工事期間本体撤去工事期間本体撤去工事期間本体撤去工事期間


